
第67回　チャリティー杉並文化フォーラム　　南相馬市支援コンサート
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入場料金:全席指定4,000円(村民3,600円)
※未就学児童入場不可･X出演者･予定曲目は､変更する場合がありますので予めご了承ください

チケットのお問い合わせ･お申し込み:

裏面｢チケット申込書｣に必要事項をご記入のうえ､

杉並文化村事務局まで､郵送(ハガキ記載可)またはFAXにてお送りください｡

●杉並公会堂℡03-5347-4450(10:00-19:00 ※臨時休館日を除く毎日)

●杉並区役所1Fロビー･コミュかるショップ

●電子チケットぴあ℡0570-02-9999 [Pコード: 251-597]

NPO杉並文化村事務局: 〒166-8577杉並区阿佐谷南3-35-21リボン館内　FAX O315397･7772 ℡03･5397･5503

E杉並文化村ま検索む

因

主催:NPO杉並文化村　共催:杉並公会堂((樵)京王設備サービス)

後　援:杉並区/杉並区教育委員会/杉並区交流協会/杉並区社会福祉協議会/杉並区コーラス連盟/ (一社)日本童謡協会

(一社)日本作曲家協議会/ (秩)細田工務店/アサヒ飲料(樵) /サントリーフーズ(樵) /ジェイティ飲料(樵)

ポッカサッポロフード&ビバレッジ(秩) /ジュンコ･アソシエーション/アジア婦人友好会/杉並子ども未来委員会

協　賛: (樵)エム工ヌケイ/(秩)カネコ/四面道薬局/セイキ工業(樵)/つきじ喜代村すしぎんまい

東洋住宅センター(樵) / (秩)冨岡測量設計事務所/ (樵)野村総業/牧野電設工業(秩) /みすゞ建設(樵) ･クラブイン荻窪/ (樵)ユカ

も
う
一
度
　
聴
き
た
い
　
歌
い
た
い

…
ふ
の
ふ

る
さ
と
杉
並
｢
童
謡
･
唱
歌
｣
ま
つ
り

杉
並
在
住
､
小
林
亜
星
氏
･
伊
藤
幹
翁
氏
に
よ
る
企
画
構
成

【
予
定
曲
目
】
　
花
　
夏
は
来
ぬ
　
か
な
り
や

【
特
別
ゲ
ス
ト
】

永
｣
ハ
輔

小
林
亜
星

【
指
揮
･
編
曲
･
音
楽
監
督
】

伊
藤
幹
翁
(
作
曲
家
･
日
本
童
謡
協
会
常
任
理
事
)

【歌手】
大
和
田
り
つ
こ

た
い
ら
い
さ
お

岡
崎
裕
美

稲
村
な
お
こ

川
口
京
子

渡
辺
か
お
り

雨
宮
知
子

【演奏】
ピ
ア
ノ
‥
篠
崎
仁
美
　
長
谷
川
芙
佐
子

ス
ペ
シ
オ
ー
ザ
★
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

浜
辺
の
歌
　
十
五
夜
お
月
さ
ん
　
月
の
沙
漢

赤
と
ん
ぼ
　
故
郷
の
空
　
蛍
の
光
　
わ
ら
べ
唄
　
あ
の
町
こ
の
町
　
夕
焼
小
焼
　
他

＼

＼
ヽ

ヽ

ヽ

＼
ー
.

主
宰
諸
岡
由
美
子
(
チ
ェ
ロ
)

山
口
裕
之
(
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
)

高
木
弾
(
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
)

岡
さ
お
り
(
ヴ
ィ
オ
ラ
)

吉
本
宗
司
(
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
)

小
川
正
毅
(
ホ
ル
ン
)

柳
原
佑
介
(
フ
ル
ー
ト
)

七
洋
美
責
(
オ
ー
ボ
エ
)

瀧
田
奈
々
子
(
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
)

【
友
情
出
演
】

福
生
日
本
文
化
こ
ど
も
教
室
(
日
本
舞
踊
)

振
付
･
指
導
‥
花
柳
千
衛
里

ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
･
ジ
ュ
ニ
ア
(
児
童
合
唱
)

指
導
‥
柴
田
晃
子

ピ
ア
ノ
‥
木
村
裕
平

㊥
午
後
3
時

(
開
場
午
後
2
時
3
 
0

分
杉
並
公
会
堂
大
ホ
ー
ル



T H E　　6　7　t h　〔 H A R I T Y S U G 1 N A M I C U L T ] R E F 0 R U M　　　　　第　4　回　心　の　ふ　る　さ　と　杉　並　｢　童　謡･　唱　歌　｣　ま　つ　り

小林亜星氏(左)､伊藤幹鎗氏(右)

チケット申込書第67回チャリティー杉並文化フォ-ラム

上記項目ご記入の上､郵送またはFAX(03･539717772 )にてお送りください.
※申込書確認後､郵便局の振込依頼票(手数料無料)をお送りいたします｡ご入金確認後チケットを郵送申しあげます｡
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正
に
末
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高
齢
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､
私
達
が
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ま
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た
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頃
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､
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っ
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ニ
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近
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･
ソ
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踊
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､
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な
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に
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､
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､
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葉
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踊
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踊
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葉
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近
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葉
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前
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こ
う
し
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我
々
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日
唱
わ
れ
る
歌
に
代
表
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れ
る
よ

う
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し
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と
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を
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世
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踊
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私
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で
も
､
日
本
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を
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す
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し
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民
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た
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中
の
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解
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の
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に
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葉
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葉
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世
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わ
れ
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ど
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皆
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に
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た
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風
呂
に
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た
時
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散
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し
た
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に
､
心
を
込
め
て
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て
や
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｡
下
手
で
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で
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｡
心
を
込
め
れ
ば
必
ず
伝
わ
り
ま
す
｡
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走
や
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張
り
で
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ら
れ
な
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､
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平
和
の
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を
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え
て
や
っ
て
下
さ
い
｡
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